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静岡県教育委員会 
 

 

 

平成23年度 教育委員会 第７回定例会 議案 

 

１ 日  時  平成23年７月７日（木） 午前10時 

 

２ 場  所  教育委員会議室 

 

３ 日  程 

（１）開  会 

（２）議  事 

   第 10 号議案 平成 24 年度静岡県立高等学校学科改善          …  １ 

＜非＞第 11 号議案 静岡県社会教育委員の委嘱               …非公開 

（３）報告事項 

（４）閉  会 



第 10 号議案 

 

 

 

平成 24 年度静岡県立高等学校学科改善 

 

 

 平成 24 年度静岡県立高等学校学科改善について、別紙のとおり決定する。 

 

 

  平成 23 年７月７日提出 

 

 

静岡県教育委員会教育長   
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平成 24 年度静岡県立高等学校学科改善 

 

１ 学科改善のねらい 

(1) 生徒の興味・関心、能力・適性、進路希望等に対応し、学習内容の改善を図る。 

(2) 技術革新や情報化、国際化、少子・高齢化等の社会変化に対応し、学習内容の改

善を図る。 

(3) 魅力ある学校づくりを推進する。 

(4) 『静岡県立高等学校第二次長期計画』（平成 17 年３月）の推進を図る。 
 
２ 学科改善の概要 

学校名 改善前 改善後 

科学技術（全日制） 

浜松工業（全日制） 

制 御 工 学 科 ロ ボ ッ ト 工 学 科

都 市 基 盤 工 学 科

 

電 気 工 学 科

電 子 工 学 科

情 報 シ ス テ ム 科

建 築 デ ザ イ ン 科

機 械 工 学 科

理 工 科

都 市 工 学 科

物 質 工 学 科

変 更 な し 

変 更 な し 

機 械 科

電 気 科

情 報 技 術 科

建 築 科

土 木 科

シ ス テ ム 化 学 科

デ ザ イ ン 科

理 数 工 学 科

（ 新 設 ）

（別紙） 
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静岡県立高等学校学科改善 

 

参考資料 
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県立科学技術高等学校 

 

１ 改善の理由 

(1) 科学技術高等学校は静岡県産業教育審議会答申と静岡県立高等学校長期計画に基づき、

清水工業高等学校と静岡工業高等学校を再編整備し、平成20年4月、理数科を併置する新

しいタイプの専門高校として開校した。 

(2) 科学技術高等学校の各学科は、理工科（理数科）を除き、開校２年前の平成18年度に、

清水工業高等学校と静岡工業高等学校の学科を現在の学科に改善し、平成23年度末で６年

が経過する。 

(3) この間、産業技術の進展や社会情勢の変化に対応し、時代のニーズにあった専門教育を

実施するため、各工業科の在り方について検討を進めてきた。 

(4) 中学生の視点に立つとともに、社会情勢や地域の産業基盤等の状況を鑑み、制御工学科

及び都市工学科の教育内容の改善を行い、併せて学科の名称を変更する。 

 

２ 概要 

 現行：９学科（９学級） 
理工科を除きH18設置  

改善後：９学科（９学級） 

制御工学科 ロボット工学科 

都市工学科 都市基盤工学科 

機械工学科 機械工学科 

電気工学科 電気工学科 

電子工学科 電子工学科 

情報システム科 情報システム科 

建築デザイン科 建築デザイン科 

物質工学科 物質工学科 

理工科（理数科） 

 
 
 
 
 

理工科（理数科） 

改善

変 更 な し

 

３ ロボット工学科の教育内容 

(1) 「制御」分野は、数学を応用した理論面の学習に比重が置かれた分野であり、中学生か

らみても学習内容が把握しにくい状況にあることから、制御理論を応用し、ものづくりの

現場で実践的に活用される「ロボット工学」に学習分野をシフトする。 

(2) 学校設定科目「実践ロボット工学」「知的ロボット工学応用」「総合ロボット工学実習」

などを実施し、ほとんどの製造業で使われている産業用ロボット、自動化ライン等の理論

と実際を実習も交えて学習を行い、実践的な技術者の育成を図る。 
 

４ 都市基盤工学科の教育内容 

(1) 環境防災分野の学習「防災システム工学」などを導入し、東海地震の危険が叫ばれてい

る本県の特性を踏まえた専門教育を進め、都市基盤の構築に資する技術者の育成を進める。 

(2) インフラ（都市基盤）の整備に重要な「都市交通工学」「景観緑地デザイン」などの学

習を行い、都市設計の視点を備えた実践的な技術者の育成を図る。 
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５ 参考資料 

(1) 進路希望・志願状況 

学校名 学科 H23定員

科学技術 Ⅰ類 282 1.76倍 167 1.04倍 302 1.89倍 222 1.39倍 260 1.63倍 198 1.24倍 252 1.58倍 173 1.08倍 160

Ⅱ類 157 0.98倍 168 1.05倍

情報システム 109 2.73倍 78 1.95倍 124 3.10倍 58 1.45倍 80 2.0倍 57 1.43倍 40

建築デザイン 61 1.53倍 60 1.50倍 100 2.50倍 47 1.18倍 65 1.63倍 55 1.38倍 40

都市工学 21 0.53倍 49 1.23倍 24 0.60倍 38 0.95倍 19 0.48倍 34 0.85倍 40

物質工学 33 0.83倍 53 1.33倍 22 0.55倍 34 0.85倍 33 0.83倍 38 0.95倍 40

Ⅲ類 22 0.55倍 51 1.28倍 42 1.05倍 55 1.38倍 34 0.85倍 55 1.38倍 48 1.20倍 49 1.23倍 40

19.9進路希望 ⑳志願者 20.9進路希望 21志願者 21.9進路希望 22志願者 22.9進路希望 23志願者

 

 (2) 過去の学科改善の状況 

○平成18年度学科改善 

 改善前 改善後 

清水工業 

機械科（1cl） 
電子機械科（1cl） 
電気科（1cl） 
情報技術科（1cl） 
環境工学科（1cl）

機械工学科（1cl） 
制御工学科（1cl） 
（募集停止） 
情報システム科（1cl） 
物質工学科（1cl）  

静岡工業 

機械科（1cl） 
電気科（1cl） 
電子科（1cl） 
土木科（1cl） 
建築科（1cl）

機械工学科（1cl） 
電気工学科（1cl） 
電子工学科（1cl） 
都市工学科（1cl） 
建築デザイン科（1cl）  

※科学技術高校（平成20年開校予定）への移行のための学科改善。 

 

○平成20年度学科改善 

 改善前 改善後（科学技術高等学校） 

清水工業 

機械工学科（1cl） 
制御工学科（1cl） 
情報システム科（1cl） 
物質工学科（1cl） 

静岡工業 

機械工学科（1cl） 
電気工学科（1cl） 
電子工学科（1cl） 
都市工学科（1cl） 
建築デザイン科（1cl） 

機械工学科（1cl） 
制御工学科（1cl） 
情報システム科（1cl） 
物質工学科（1cl） 
電気工学科（1cl） 
電子工学科（1cl） 
都市工学科（1cl） 
建築デザイン科（1cl） 
理工科（1cl） 
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県立浜松工業高等学校 

 

１ 改善の理由 

(1) 浜松工業高等学校は、本県西部地区の工業科拠点校として、ものづくりの技術・技能の

継承を重視した教育を行い、浜松市を中心とするものづくり産業を支える人材を数多く輩

出してきた。 

(2) 産業の高度化とともに、知識基盤社会への移行が進む中、地域からは、より専門的な知

識や技術を備えた技術者の育成が要望されている。 

(3) 科学技術の発展やものづくりを支える高度な知識と技術を有する研究者や技術者を育成

するため、工業に関する基礎知識及び技術を習得するとともに、大学等との連携や継続教

育を視野に入れ、英語・数学・理科等の普通教科の学力向上を目指す理数工学科を新たに

設置する。 

(4) 卒業後は、工学系等の大学等において高度な専門知識及び技術を身につけた上で地元企

業等に就職し、技術開発や新しい産業の創造に取り組むことで、ものづくりの浜松市の発

展に貢献できる人材の育成を目指す。 

 

２ 改善の概要 

   現行：７学科（８学級）    改善後：８学科（９学級） 

機械科（２学級） 機械科（２学級） 

電気科 電気科 

情報技術科 情報技術科 

建築科 建築科 

土木科 土木科 

システム化学科 システム化学科 

デザイン科 デザイン科 

 

 
 
 
 
 

理数工学科 

変更なし 

新設 

 

３ 理数工学科の教育内容 

(1) 「工業技術基礎」、「製図」、「機械設計」、「電気基礎」、「工業化学」などの工業に関する

基礎的・専門的な科目を早期に段階的に履修させ、ものづくりの基礎的な技術とともに感

性を養う。 

(2) 「理数物理」「理数生物」などの理数科専門科目を履修させ、科学技術分野の基礎学力

の充実を図り、将来のスペシャリストとしての基礎を確立させる。 

 

４ 期待される効果等 

  現状でも、大学への進学状況は良好であるが（平成22年度卒業生のうち国公立大学工学部

進学者21名）、理数工学科の設置により、大学工学部への進学者が一層増加し、浜松地域の

ものづくり産業を支える技術者が育成されるものと期待される。 

  特に、浜松工業高等学校に設置される特色を生かし、早期に、地元企業との交流をとおし、

製造業等への理解を進めることで、大学卒業後将来地元へ戻り、研究開発に取り組む人材と

なっていくことが期待される。 

- 6 -



 

５ 参考資料 

(1) 進路希望・志願状況 

学校名 学科 H23定員

浜松工業 機械 207 2.59倍 88 1.10倍 226 2.83倍 84 1.05倍 183 2.29倍 83 1.04倍 186 2.33倍 75 0.94倍 80

電気 54 1.35倍 40 1.0倍 41 1.03倍 41 1.03倍 51 1.28倍 49 1.23倍 57 1.43倍 57 1.43倍 40

情報技術 80 2.0倍 44 1.10倍 70 1.75倍 42 1.05倍 74 1.85倍 45 1.13倍 94 2.35倍 48 1.20倍 40

建築 61 1.53倍 33 0.83倍 65 1.63倍 34 0.85倍 68 1.70倍 44 1.10倍 72 1.80倍 38 0.95倍 40

土木 38 0.95倍 32 0.80倍 42 1.05倍 37 0.93倍 46 1.15倍 33 0.83倍 44 1.10倍 40 1.0倍 40

システム化学 43 1.08倍 48 1.20倍 49 1.23倍 47 1.18倍 47 1.18倍 42 1.05倍 39 0.98倍 45 1.13倍 40

デザイン 83 2.08倍 42 1.05倍 78 1.95倍 37 0.93倍 82 2.05倍 43 1.08倍 64 1.60倍 48 1.20倍 40

19.9進路希望 ⑳志願者 20.9進路希望 21志願者 21.9進路希望 22志願者 22.9進路希望 23志願者

 

(2) 過去の学科改善の状況 

○平成９年度学科改善 

改善前 改善後 

繊維システム科（1cl） 
機械科（2cl） 
電気科（2cl） 
情報技術科（1cl） 
建築科（1cl） 
土木科（1cl） 
工業化学科（1cl） 
デザイン科（1cl） 

繊維システム科（1cl） 
機械科（2cl） 
電気科（2cl） 
情報技術科（1cl） 
建築科（1cl） 
土木科（1cl） 
システム化学科（1cl） 
デザイン科（1cl） 

 

○平成18年度学科改善 

改善前 改善後 

繊維システム科（1cl） 
機械科（2cl） 
電気科（1cl） 
情報技術科（1cl） 
建築科（1cl） 
土木科（1cl） 
システム化学科（1cl） 
デザイン科（1cl） 

（募集停止） 
機械科（2cl） 
電気科（1cl） 
情報技術科（1cl） 
建築科（1cl） 
土木科（1cl） 
システム化学科（1cl） 
デザイン科（1cl） 
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第７回定例会 報告事項 

 

 

番号 項          目 Page

１ 教職員倫理ヘルプライン及び教職員倫理１１０番通報状況 １ 

２ 特別支援教育シンポジウム ５ 

３ 監査結果に関する報告 ６ 

４ 放射性物質調査の実施 ７ 

 



報告事項１                     平成 23 年７月 7日 

（件 名） 

教職員倫理ヘルプライン及び教職員倫理１１０番通報状況 

（教育総務課）

１ 通報件数の推移                     単位：件数 

区  分 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

教職員ヘルプライン １８ ９ １０ １３ １２

教職員倫理 110 番 １６５ １２８ １３１ １４５ １２８

合  計 １８３ １３７ １４１ １５８ １４０

＊ ﾍﾙﾌﾟﾗｲﾝは、平成 15 年 10 月設置で、通報者は県立学校等職員が対象 

＊ 倫理 110 番は、平成 17 年 6 月設置で、通報者は一般県民及び小中学校職員が対象 

  

18

165

9

128

10

131

13

145

12

128

0

50

100

150

200

件数

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

通報件数の推移

教職員倫理110番

教職員ヘルプライン

 

２ 平成２２年度通報分の処理状況              単位：件数 

左の内訳 
区  分 

通報 

件数 

調査 

対象 

通報の

事実あ

り 調査中 指導措置 所属長等指導 

教職員ヘルプライン 12 8 3 0 1 2

教職員倫理 110 番 128 58 21 1 3 17

合  計 140 66 24 1 4 19

  ＊ 通報件数には、不適正経理の全庁調査分は含まない。（以下について同じ） 

 
３ 調査対象の通報者の内訳                 単位：件数 

学校種別 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

児童生徒の保護者 ３１ １７ ３３ ２３ ３１

児童生徒 ９ １２ ８ １５ ４

教職員 １６ １０ １２ ９ １０

一般 ３５ ２０ ２１ ４８ ２１

合   計 ９１ ５９ ７４ ９５ ６６

実 名 １０ １９ ２２ ２４ ２４実名・匿

名の別 匿 名 ８１ ４０ ５２ ７１ ４２

 

  

Page 1



  

４ 平成２２年度通報のうち調査対象の内訳（ﾍﾙﾌﾟﾗｲﾝ＋倫理 110 番） 

（１）校種別通報内容                     単位：件数 

区 分 小学校 中学校 高 校
特別 

支援 

教職員

全 般

その他

事務局 計 

ｾｸﾊﾗ・わいせつ １  １

体罰 ３ ６  ９

いじめ ２ ２  ４

ﾊﾟﾜﾊﾗ・暴言 １ ４ ３  ８

児 

童 

生 

徒 

指 

導 不適切発言・贔屓 ３ ３ ５  １１

勤務時間 １ １  ２勤務 

服務 勤務態度 １ １ ６  ８

パワハラ(職員間) １ ３ １ ５

倫理違反 １  １

不適正経理 １ ２ １ １ ２ ７

高校入試 ２  ２

学 

校 

管 

理 

・ 

運 

営 その他 ４ ３ １  ８

合 計 １１ １５ ３４ １ ２ ３ ６６

 

（２）事由別内訳                       単位：件数 

児童生徒指導上 
区 分 

授業等 部活動 

管理・ 

運営上 
その他 

（事務局含む） 
計 

ｾｸﾊﾗ・わいせつ １  １

体罰 ５ ４  ９

いじめ ３ １  ４

ﾊﾟﾜﾊﾗ・暴言 ７ １  ８

児 

童 

生 

徒 

指 

導 不適切発言・贔屓 ８ ３  １１

勤務時間 ２  ２勤務 

服務 勤務態度 ８  ８

パワハラ(職員間) ４ １ ５

倫理違反 １  １

不適正経理 ４ ３ ７

高校入試 ２  ２

学

校 

管

理 

・ 

運

営 その他 ４ ４ ８

合 計 ２４ ９ ２５ ８ ６６
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 校種別通報内容
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6
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特別支援

事務局

小学校

中学校

高　校

件数
その他 セクハラ等 体罰 いじめ 暴言・ﾊﾟﾜﾊﾗ

不適切発言等 勤務時間 勤務態度 ﾊﾟﾜﾊﾗ(職員) 倫理違反

不適正経理 高校入試 その他

 

 

 

 

 
通報内容の校種別内訳

4
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1
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ﾊﾟﾜﾊﾗ(職員)

不適正経理

勤務態度
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いじめ

暴言・ﾊﾟﾜﾊﾗ
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不適切発言等

件数
12
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通報件数のうち調査対象の内訳 
 通報件数の校種別割合

中学校
22%

教職員全般
3%

事務局
5%

小学校
17%

高　校
51%

特別支援
2% 高　校

中学校

小学校

事務局

教職員全般

特別支援

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 授業等指導における通報内容の割合

いじめ
13%

体罰
21%

ﾊﾟﾜﾊﾗ等
29%

不適切発言等
33%

セクハラ等
4%

不適切発言等

ﾊﾟﾜﾊﾗ等

体罰

いじめ

セクハラ等

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
  

部活動指導における通報内容の割合

体罰
45%

不適切発言等
33%

ﾊﾟﾜﾊﾗ等
11%

いじめ
11% 体罰

不適切発言等

ﾊﾟﾜﾊﾗ等

いじめ

 
 
 
 
 

学校の管理運営上における通報内容の割合

勤務態度
32%

パワハラ
16%

その他
16%

倫理違反
4%

高校入試
8%

勤務時間
8%

不適正経理
16%

勤務態度

パワハラ

不適正経理

勤務時間

高校入試

倫理違反

その他
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報告事項２                          平成23年７月７日 

(件 名) 

特別支援教育シンポジウム 

(学校教育課特別支援教育推進室) 

１ 趣 旨 

平成20年度から実施してきた文部科学省委託事業「特別支援教育総合推進事業」に

おいて、グランドモデル地域（小山町、菊川市、御前崎市）を指定し、障害のある子

どもの一貫した継続的な相談・支援を行うための体制作りについて実践研究を行って

きた。今後、すべての市町において、より効果的な支援体制を構築し、一貫した継続

的な相談・支援を行うため、グランドモデル地域の研究成果を報告すると共に、教育、

医療、保健福祉等の有識者や保護者をシンポジストとして迎え、よりよい支援体制の

具現化に向けて提言する。 

 

２ 実践研究（主な取り組みの概要） 

(1) 教育、医療、保健、福祉、就労等の関係部署・機関が連携した支援組織 

(2) 早期から一貫し継続した支援を行うための相談支援ファイルの策定・活用 

(3) 中学校区を支援基盤としたネットワークの構築 

 

３ シンポジウム 

(1)日 時・場 所 

   平成23年８月２日(火) 午後１時30分から午後４時30分まで 

静岡県男女共同参画センター「あざれあ」 

(2)シンポジウムの構成 

挨拶（健康福祉部長、教育長） 

趣旨説明 

県の事業説明（特別支援教育総合推進事業、ほか） 

基調講演（国立特別支援教育総合研究所 渥美義賢客員研究員） 

シンポジウム（(3)参照） 

挨拶（支援連携協議会長） 

(3)シンポジスト 

   北條 博厚  県立こども病院名誉院長＜コーディネーター＞ 

渥美 義賢  国立特別支援教育総合研究所客員研究員 

大塚  玲   静岡大学教授（教育関係者） 

杉山  修   静岡てんかん・神経医療センター（医療関係者） 

大石 明利  東遠学園園長（保健福祉関係者） 

小出 隆司  静岡県手をつなぐ育成会会長（保護者） 
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報告事項３                        平成23年７月７日 

（件 名） 

監査結果に関する報告 

（教育総務課）

 

１ 監査の結果 

平成 23 年６月 30 日に、今年度、第１回目の監査結果の報告があった。 

教育委員会については、４月から５月までに予備監査が行われた所属の内、別 

記のとおり 13 所属中２所属が指示を受けた。 

 

２ 指示事項の概要及び監査結果の伝達 

今回は２件の指示事項は、いずれも通勤途上における交通加害事故の発生に関す 

るものであった。 

監査委員事務局長から校長に対し、書面で監査結果を伝達し再発防止を求めた。 

 

３ 監査結果の公表 

監査結果は、県政の現状や課題等について県民への説明責任を果たすため、７月 

１日に監査課から記者提供資料として発表された。 

また、今年度から指摘、指示事項等については、原則として全て所属名が公表さ 

れることになった。 

 

４ 今後の対応 

  監査結果に対する措置状況は、本年９月 30 日までにまとめる予定である。 

 

（別記）  
教育委員会（指示２件）  

監 査 箇 所 

監 査 実 施 日 

指摘等 

の区分 
指 摘 等 事 項 

件 名 通勤途上における交通加害事故の発生 
清水南高等学校 

平成 23 年６月 17 日
指 示 

内 容 
平成 21 年度及び 22 年度に通勤途上における

交通加害事故が３件発生している。 

件 名 通勤途上における交通加害事故の発生 静岡視覚特別支援 

学校 

平成 23 年６月 17 日

指 示 
内 容 

平成 21 年度及び 22 年度に通勤途上における

交通加害事故が２件発生している。 
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報告事項４                            平成23年７月７日 

（件 名） 

放射性物質調査の実施                   
                                  （学校教育課） 

 

１ 概 要 

福島第一原発事故処理の長期化に伴い、県民の不安感が高まり、放射能測定等に対する

希望が多く寄せられていることから、グラウンドとプール水の放射性物質等の調査を実施

する。 

 

２ 調査内容 

(1) 期 間  平成23年7月11日（月）～20日（水）（予定）  

(2) 対 象  県立学校27校 

区 分 高等学校（20校） 特別支援学校（７校） 

東 部 
下田、松崎、稲取、伊東城ケ崎分校、熱海、

土肥、伊豆総合、沼津商業、富士宮西 

御殿場特支、沼津特支、 

富士特支 

中 部 庵原、清水南、藤枝東、島田、川根、榛原 静岡聴覚、静岡北特支 

西 部 小笠、春野、袋井商業、佐久間、湖西 浜松聴覚、天竜特支 

      

(3) 調査概要 

区 分 グラウンド（27校） プール水（27校） 

方 法 

放射線空間線量率を測定 

５箇所（中央、四隅） 

地上1ｍ、50ｃｍ、1ｃｍ 

放射能を測定 

検査物質 

ヨウ素131 

セシウム134 

セシウム137 

 

３ 調査結果の公表 

県ホームページに掲載するとともに、市町等関係機関に情報提供する。 
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報告事項４　資料

清水町

三島市

函南町 熱
海
市

伊東市

長
泉
町

裾野市

浜松市

川根本町

磐田市

掛川市

菊川市 牧之原市

御前崎市

森町 伊豆市

沼津市

伊豆の国市

東伊豆町西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

河津町

静岡市

富士宮市

島田市

富士市

焼
津
市

吉
田
町

御殿場市

小山町

袋井市

藤枝市

湖西市

湖西高

浜松聴覚

天竜特支

春野高

佐久間高

袋井商高

小笠高

榛原高

島田高

藤枝東高

静岡聴覚

清水南高

静岡北特支

川根高

富士宮西高

庵原高

富士特支

御殿場特支

沼津特支

熱海高
沼津商高

伊豆総合高

土肥高
伊東高

城ヶ崎分校

松崎高
稲取高

下田高

放射性物質の実地調査場所位置図
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